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Multi-functional Pyrolyzer® Technical Note

PYA1-111 (Part 2)

応用分野 :

関連テクニカルノート :

環境，マイクロプラスチック

PYA1-110

熱分解(Py)-GC/MSを用いたマイクロプラスチックの分析
Part 1 ： 白色マイクロプラスチック試料の同定

[背景] 海洋に流出したプラスチックごみは、波や太陽光によって劣化し、小さな（5 mm以下）マイクロプラスチック(MPs)に変化する。

海洋生物がMPsと、それに付着した有害物質を摂取することで、食物連鎖で人間の健康にも影響することが懸念されている。 現在、

MPsによる深刻な海洋汚染は世界規模で拡大している。本報ではMPs試料を熱分解(Py)-GC/MSシステムにより分析し、ポリマーの

定性を行った結果を報告する。

[方法] 測定にはマルチショット・パイロライザー(EGA/PY-3030D)をGC注入口に直結したPy-GC/MSシステムを使用した。大阪湾の

表層水から採取した3種類の白色MPs試料をカッターナイフで約1 mm角に切り取り、エコカップLF（容量80 µL）に採取して600 ºCに

設定した加熱炉に導入し、瞬間熱分解を行った。

[結果] Py-GC/MS分析によって得られた各MPs試料のパイログラムをFig. 1に示す。F-Search “All-In-One”でのライブラリー検索の

結果、試料Aはポリスチレン、試料Bはポリエチレン、試料Cはポリプロピレンと同定された。

熱分解-GC/MS, マイクロプラスチック

多機能パイロライザー, オートショット・サンプラー, UA+-5, エコカップLF, F-Search, ベントフリーGC/MSアダプター
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5 mm

試料B
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試料C

Cx’：オレフィン

（xの数値は炭素数）

熱分解温度：600 ºC, GC注入口温度：300 ºC, GCオーブン温度：40 （2 min 保持） - 320 ºC （20 ºC/min, 16 min 保持）, スプリット比：1/16

分離カラム：UA+-5 （5 %ジフェニル95 %ジメチルポリシロキサン）, L=30 m, i.d.=0.25 mm, df=0.5 µm, カラム流量：1 mL/min （He）

スキャン範囲： m/z 29 - 350, スキャン速度：4 scan/s, 試料量：試料A 35 μg, 試料B 53 μg,試料C 34 μg

保持時間 / min

Fig. 1 各MP試料のパイログラム
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